
Profile

hyslom/ヒスロム
加藤至、星野文紀、吉田祐からなるアーティストグループ。2009年より活動をはじ
める。造成地の探険で得た人やモノとの遭遇体験や違和感を表現の根幹に置き、
身体を用いて土地を体験的に知るための遊び「フィールドプレイ」を各地で実践し
映像や写真、パフォーマンス作品としてあらわす。またその記憶を彫刻作品や舞
台、映画へと展開させている。2015年から任秀夫氏と共に「任・ヒスロム鳩舎」とし
て日本鳩レース協会に入会。レース鳩に関するワークショップや展示などもおこ
なっている。主な展覧会に『ヒスロム 仮設する人』（せんだいメディアテーク6階ギャラ
リー4200、宮城、2018）、東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術展」（元離
宮二条城）。平成30年度京都市芸術文化特別奨励者。

Profile

捩子ぴじん（ねじ ぴじん）
2004年まで大駱駝艦に所属し、麿赤兒に師事する。舞踏で培われた特異な身体を
元に、自身の体に微視的なアプローチをしたソロダンスや、ダンサーの体を物質的に
扱った振付作品を発表する。ダンス作品の他に、様 な々ジャンルのアーティストとの
共同作業にも参加し、障がいをもった人たちとのワークショプや公演も行う。2011年、
横浜ダンスコレクションEX審査員賞、フェスティバルトーキョー公募プログラムF/Tア
ワード受賞。2016年、韓国・光州でアジアンアーツシアターが企画するOur Masters

「土方巽」のキュレーターを務める。2017年より京都在住。 生活にダンスの杭を打ち
込むべく“ダンサーズ”を主催し、定期練習を行う。

KAC Performing Arts Program 2018 / Contemporary Dance
シティ Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
日時：1月25日（金） 15:00（Ⅲ） 17:30（Ⅰ） 20:00（Ⅱ）
 26日（土） 15:00（Ⅰ） 17:30（Ⅱ） 20:00（Ⅲ）
 27日（日） 13:30（Ⅲ） 16:00（Ⅱ） 18:30（Ⅰ）
会場： 京都芸術センター

『シティⅠ』
　プロデュース：ゆざわさな（The bomb）　ドラマトゥルク：渡辺美帆子（二十二会）

　振付：川瀬亜衣　出演：はっとりともか、畑中良太、古川友紀
『シティⅡ』
　パフォーマンス：hyslom（加藤至・星野文紀・吉田祐）

『シティⅢ』（第１７回ＡＡＦ戯曲賞受賞作品）
　振付・演出：捩子ぴじん　出演：佐久間新、捩子ぴじん、増田美佳、三枝愛、持木永大

戯曲：カゲヤマ気象台
料金：【各演目】一般前売2,500円／一般当日3,000円、U25（前売のみ）1,000円

【3演目通し（50枚限定、前売のみ、予約時日時指定）】前売5,500円／U25 2,500円
※イベント情報（P2）もご覧ください

京都の街は、古くから残る建築物や慣習を残し
ながらも、日々その姿を変えています。街の

変容にしたがって、そこに暮らすわたしたちの生活
や視点、しぐさといった振る舞いも、気付かないう
ちに、少しずつ変化していきます。そしてその変化
は、身体そのものにも及んでいることでしょう。

今回、京都芸術センターでは、京都を拠点とし、
異なる身体性や文脈を持つ、3組のアーティストに
よる新作パフォーマンスを上演します。

パフォーマンスに共通するテーマは「都市にお
ける身体」。今回は、創作の軸として劇作家のカゲ
ヤマ気象台による戯曲、『シティⅠ』『シティⅡ』『シティ
Ⅲ』を用います。それぞれ「過去」・「現在」・「未来」を
テーマとするこれらの戯曲は、特定の場所をモデ
ルとしたものではなく、遠いどこかの街を舞台に、
抽象的で詩的な空間が描かれています。
『シティⅠ』に取り組む川瀬亜衣は、関西最若手の

プロデューサーのうちの一人、ゆざわさなとの対話
から、京都の街歩きを通じてその区画にある奇妙
な緩衝地帯や、しぐさの重なり合いに注目していま
す。言葉と言葉、記憶とイメージの合間から、街の
質感が立ち上がってくることでしょう。

身体を用いて土地を体験的に知るための遊び
「フィールドプレイ」を展開し、東アジア文化都市
2017京都「アジア回廊 現代美術展」での元離宮二
条城における展示や、せんだいメディアテークでの
個展などで話題を振りまくhyslom（加藤至、星野文紀、

吉田祐）は、彼らが継続してその姿を見守ってきた造
成地の出来事から運動を生み出します。『シティⅡ』
という戯曲の骨組みに、彼らの土地での経験や実
感を肉付けしていきます。近年は展示による展開の
多かった彼らが改めて取り組むパフォーマンスは必
見です。

捩子ぴじんが振付・演出する『シティⅢ』は、愛知
県芸術劇場でのＡＡＦ戯曲賞受賞記念公演を経て、
関西圏在住の出演者とともにリクリエイションを行
い、発表します。「作っているのは演劇、使ってい
るのはダンスの力学」と語る捩子は、愛知公演に
おいてはテキストを真に受けて具現化していくこと
で、戯曲の言葉を揺さぶり、意味を置き去りにする
かのような即物的な運動の連鎖を生み出しました。
2017年に京都に移住した捩子の、今まさに発見し
ているこの土地に住まう感覚は、どのような未来を
想起するのでしょうか。

豊饒な文化が堆積し、多くの観光客を受け入れ、
そして今なお発展を続けようとする京都。まったく
異なる三つの踊りを通じて、この街に息づく身体の
変化、感情の揺れ、街そのものの動きが、舞台に立
ち上がります。
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散歩しながら、スマートフォンを持つ前の身体がどんなふうだったかすっ
かり忘れてしまったことにふと気が付き、地下鉄が走る前や、街灯がとも
る前の街に、思いを馳せます。するといつも、その過去の身体への思い
至れなさに愕然とし、同時に、未来の果てしなさと、それでもそこに人が
生きているだろうという想像に、少し愉快な気持ちになったりもします。

谷竜一（アートコーディネーター）

Profile

川瀬亜衣（かわせ あい）
1987年京都市生まれ。京都造形芸術大学芸術表現・アートプロデュース学科卒。
2010年より写真・インスタレーション作品を制作発表する傍ら、千日前青空ダンス
倶楽部で踊り始める。近年は、黒沢美香、きたまり／KIKIKIKIKIKI、あごうさとし、
akakilike、ANTIBODIES Collective等の作品に出演、自作舞台作品の上演も行う。
2018年上演企画SAILINGを開始、自身の活動として「書き文字」を踊ることをはじめる。

ゆざわさな
1993年秋田県生まれ。立命館大学文学部卒、神戸大学大学院博士課程に在
籍。3歳からモダンバレエを始め、大学在籍時よりヤザキタケシに師事。これま
でに矢内原美邦、高野裕子、渋谷陽菜の作品などに出演。関西若手コンテン
ポラリーダンス公演The bomb、舞台企画back☆pack主催。ダンサー、企画
主催、レビュー執筆、指導など活動の幅を広げている。

渡辺美帆子（わたなべ みほこ）
1987年東京生まれ。演劇作家。日本大学芸術学部演劇学科演出コース卒業
後、2012年まで劇団青年団に所属。2013年に別府清島アパートにてアーティ
ストインレジデンス。現在は俳優・美術家の遠藤麻衣とのユニット「二十二会」
としても活動。「へんなうごきサイファー」を全国各地で実施。「岸井戯曲を上演
する」シリーズに参加。『魔笛、的、テキーラ！』や「食事会『ひばり』」の上演など。

Profile

カゲヤマ気象台（戯曲）
1988年静岡県浜松市生まれ。早稲田大学第一文学部卒。
東京と浜松の二都市を拠点として活動する。2008年に演
劇プロジェクト「sons wo:」を設立。劇作・演出・音響デザイ
ンを手がける。2018年より「円盤に乗る派」に改名。2015
年度よりセゾン文化財団ジュニア・フェローに選出。近作に

『正気を保つために』(2018)、『流刑地エウロパ』（2018）、
『シティⅢ』（2017、第17回AAF戯曲賞大賞受賞）など。

川瀬亜衣『情報の保存』（a・room、京都、2017）　撮影：森本達郎

AAF戯曲賞受賞記念公演『シティⅢ』愛知公演（演出：捩子ぴじん）　撮影：羽鳥直志　提供：愛知県芸術劇場 

京都芸術センターの創作環境を活かし、舞台表現の最前線の試みを紹介する
KAC Performing Arts Program。今回は「都市」をテーマとした三部作の戯曲をもとに、
京都を拠点に活動するアーティストによる三つのパフォーマンスを発表します。

タイトルロゴ：カヤヒロヤ／コニコ　 イラスト：高橋由季／コニコ

日米ニュー・コネクション・プロジェクト『美整物－〈例えば〉を巡る』（京都、2014）　撮影：内堀義之
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★臨時・年末年始休館のお知らせ：2018年12月26日（水）－2019年1月4日（金）

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込くだ
さい。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓
口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

演劇計画Ⅱ-戯曲創作-
「S/F ―到来しない未来」
松元悠『カオラマ』展
会期：	2018年12月13日（木）－2019年1月6日（日）

	 10:00－20:00
※2018年12月26日（水）－1月4日（金）は休館

会場：	ギャラリー北・南
		  ※入場無料
出展：	松元悠（リトグラフ作家）

戯曲：	松原俊太郎『カオラマ』（第一稿・第二稿）

『藝文京展EX 〜つなぐ〜』

【展覧会】
会期：	1月12日（土）－2月11日（月・祝）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南　ほか
出品作家：石橋志郎、伊藤学美、大友一世、

川上幸子、北村隆浩、桐月沙樹、
給田麻那美、葛本康彰、坂本優子、
大東真也、谷尚樹、中村敦、三木
啓樂、箕浦徹哉、山㟢純子

［関連企画］
ギャラリートーク
日時：	①1月12日（土）14:00
	 ②2月6日（水）16:00
会場：	ギャラリー北・南　ほか
ナビゲート：松尾惠（ヴォイスギャラリー）
※無料・事前申込不要

【茶会】藝文京茶会
日時：	2月10日（日）
	 11:00／13:00／14:00／15:00
会場：	和室「明倫」（待合：ミーティングルーム2）

出品作家：北村隆浩、給田麻那美、葛本康彰、
小筆凰外、島田晶夫、大東真也、
谷尚樹、三木啓樂、箕浦徹哉、山㟢
純子

コーディネート：マイケル・ハーディ（裏千家淡
交会総本部国際部）

参加料：1,000円
定員：	各回20名（先着順／要事前申込）

主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文
化協会（京都芸術センター）

冬休み芸術体験教室作品展
「写真を撮って、絵にしてみよう！」参加者の作
品を展示します。
会期：	1月12日（土）－31日（木）

	 10:00－20:00
		  ※最終日のみ16:00まで
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	インフォメーション
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会（京都芸術センター）

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2018：
エクスチェンジ 滞在制作報告会
今年度、エクスチェンジプログラムに参加
し滞在制作を行った2名のビジュアルアー
ティストの報告会を開催します。佃七緒は
ARTSPACE（シドニー）、川田知志はA４ ART 
MUSEUM（成都）に派遣されました。
会期：	1月19日（土）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
※入場無料・事前申込不要
登壇：	佃七緒、川田知志（アーティスト）

京都文化力プロジェクト2016－2020
ワークショップ

「ヨタとつくろうカラオケ背景映像！」
日時：	1月26日（土）、2月6日（土）

	 13:00－16:00（両日共）

会場：	ミーティングルーム2
対象：	2日間とも参加できる方（小学生以下の方

は保護者同伴でご参加ください）

料金：	無料
定員：	12名（先着順／要事前申込）

持物：デジタルカメラあるいはスマートフォン
※お持ちでない方には貸し出し可
主催：	京都文化力プロジェクト実行委員会

伝統

伝統芸能文化創生プロジェクト
シンポジウム＆公演「変わりゆく伝統芸能」
日時：	2月3日（日）
	 14:00－17:00（開場13:30）

	 第一部 シンポジウム  14:00－15:30
	 第二部 公演  15:45－17:00 

会場：	講堂
出演：	小岩秀太郎（東京鹿踊代表）、清水賢二

郎（岡山県神社庁所属神楽師、備中神楽北
山社、芳友会所属）、十川みつる（讃岐獅
子舞保存会会長）、原田一樹（京都・祇園祭 
綾傘鉾囃子方）ほか

第一部 ファシリーテーター：俵木悟（成城大学
教授）

第二部 司会：小林昌廣（情報科学芸術大学院大
学教授）

料金：	無料
定員：	120名（先着順／要事前申込）
※P4もご覧ください

音楽

みみききプログラム
#3 Kyo×Kyo Today

「バロック音楽へのいざない」
京都市交響楽団と京都芸術センターのコラボ
レーション企画第9弾。バロック音楽の響きを
お楽しみください。
日時：	2月1日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

※みみききプログラム共通の半券割引が
利用できます

出演：	中川佳子（フルート）、高山郁子（オーボエ）、
石丸美佳（コントラバス）、井幡万友美（チェ
ンバロ）

曲目：	J.C.F. バッハ「ソナタ ハ長調－フルート、
ヴァイオリン、チェンバロのための－」

主催：京都芸術センター、京都市交響楽団

演劇

神里雄大／岡崎藝術座『いいかげんな
訪問者の報告（アサード・おにぎり付き）』
Co-program カテゴリーA（共同制作）採択企画。
日時：	1月16日（水）－18日（金）開演19:00
	 19日（土）、20日（日）開演18:00
会場：	フリースペース
出演：	神里雄大
料金：	一般3,500円、高校生以下1,000円
	 （前売・当日共）

主催：	岡崎藝術座、京都芸術センター
※Topic02（P4）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program
2018 / Contemporary Dance
ダンスを語る言葉：「ダンス＆プロセス」
試演会
若手作家による試演と作品へのフィードバッ
クを行い、その創作への作用を後日開催の
報告会で議論します。
日時：	1月20日（日）14:00
会場：	講堂
試演：	下村唯、藤本茂寿、アラン・シナンジャ
ファシリテーター：余越保子、山下残
料金：	無料
定員：30名（先着順／要事前申込）

KAC Performing Arts Program
2018 / Contemporary Dance
シティⅠ・Ⅱ・Ⅲ

シティⅠ
プロデュース：ゆざわさな（The bomb）

ドラマトゥルク：渡辺美帆子（二十二会）

振付：川瀬亜衣

シティⅡ
パフォーマンス：hyslom（加藤至・星野文紀・吉田祐）

シティⅢ
演出・振付：捩子ぴじん

日時：1月25日（金）15:00（Ⅲ）	17:30（Ⅰ）	 20:00（Ⅱ）

	 26日（土）15:00（Ⅰ）	 17:30（Ⅱ）	20:00（Ⅲ）

	 27日（日）13:30（Ⅲ）	16:00（Ⅱ）	18:30（Ⅰ）

会場：	講堂
料金：【各演目（日時指定）】
	 　一般前売2,500円／当日3,000円
	 　U25（前売のみ）1,000円

【3演目通し（50枚限定、前売のみ、予約時
日時指定）】

	 　一般5,500円／U25 2,500円
※Topic01（P1）もご覧ください

トーク

武田力「日常との憑依－振る舞いに隠さ
れた『わたしたち』－」 リサーチ報告
Co-program カテゴリーC（共同実験）採択企
画。演出家・民俗芸能アーカイバーの武田力
とリサーチ参加者が、京都の街で見つけた振
る舞いから創作した芸能の実演を交え、半年
にわたるリサーチの成果を報告します。
日時：	1月12日（土）14:30－16:00
会場：	ミーティングルーム2
ゲスト：井口昌也（株式会社大丸松坂屋百貨店）

料金：	無料
定員：	30名（先着順／要事前申込）

【対談】京都市美術館×ロームシアター京都
「京都の近代‐岡崎、文化発信！ アートと
文化の未来を語る」
日時：	1月18日（金）15:00－16:30
会場：	大広間
対談：	潮江宏三（京都市美術館館長）×平竹耕三

（ロームシアター京都館長）

ナビゲート：辻喜代治（フリーランスキュレーター）

料金：	無料
定員：	80名（先着順／要事前申込）

主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文
化協会（京都芸術センター）

ライブラリー

「あの人の、おすすめ本」
京都芸術センターに縁のある方のおすすめ本
を紹介。今回は2月の展覧会を企画するインディ
ペンデント・キュレーターの青木彬さんです。
日時：	1月5日（土）－3月28日（木）

	 10:00－20:00
		  ※休室日：1月31日（木）、2月28日（木）

会場：	図書室

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ。（参加無料）

したため「幽霊のスタディ」
新作『幽霊の背骨』制作中に試したエクササ
イズを行います。
日時：	1月12日（土）11:00－12:30
会場：制作室9
定員：8名
持物：水分補給ができる飲み物
※動きやすい服装でお越しください

Monochrome Circus
「グループ・インプロヴィゼーション」
日時：	1月14日（月・祝）11:00－13:00　
会場：制作室3
定員：20名
※動きやすい服装でお越しください

BRDG「わたしのブンカ」
日時：	1月19日（土）10:30－12:30
会場：	制作室12
定員：	15名
対象：	小学生
※動きやすい服装でお越しください

THE ROB CARLTON「『ただの会話』を
フレア（閃き）で面白くしてみましょう」
日時：	1月26日（土）10:30－12:30
会場：制作室9
定員：15名

サファリ・P「『悪童日記』稽古場見学」
日時：	1月26日（土）14:00－16:00
会場：制作室8
定員：10名

遊劇体「レコード漫談〜LPレコードで聴く
演劇〜Part3」
日時：	1月27日（日）10:30－12:30
会場：	制作室3
定員：	20名

正直者の会「声に出して読んでみる」
日時：	1月27日（日）14:00－17:00
会場：制作室12
定員：20名

K ACセレクション

夕暮れ社 弱男ユニット 新作演劇本公演
『サンクコストは墓場に立つ』
日時：	1月12日（土）19:00
	 13日（日）14:00／19:00

14日（月・祝）14:00
会場：	フリースペース
作・演出：村上慎太郎
料金：	一般前売2,800円／当日3,300円

	 U-23前売2,300円／当日2,500円 ほか
主催・問合せ：夕暮れ社 弱男ユニット
　TEL：090-9696-4946（前田）※10:00－19:00
　E-mail：yowaotoko_unit@yahoo.co.jp

常磐津節 第四回 伝承事業成果発表会
重要無形文化財総合指定認定保持者と若手
伝承者による演奏。
日時：	1月31日 (木) 開場13:30 開演14:00
会場：	大広間
演目：『芝八景』、『富山の段 下』
料金：	2,000円
主催・問合せ：常磐津節保存会
　TEL：090-7095-0438（常磐津都㐂蔵）

制作支援事業

したため「倉田翠と、和田ながらと、
『リディア』『幽霊の背骨』」
公募出演者と共に制作した『リディア』（倉田翠）と

『幽霊の背骨』（和田ながら）の新作二本立て上演。
日時：	1月25日（金）、26日（土）14:00／19:00

27日（日）11:00／16:00
会場：	studio seed box（南区）

料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生前売1,500円／当日2,000円
問合せ：したため
　E-mail：info.shitatame@gmail.com

KAC Performing Arts Program
2018 / Traditional Performance
継ぐこと・伝えること62

『享楽×恍
こう

恍
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惚
こつ

惚
こつ

―男舞・女舞―』
日時：	2月11日（月・祝）

	 開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
出演：	中村壱太郎（吾妻流七代目家元吾妻

徳陽）

料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 高校生以下500円（前売・当日共）

KAC Performing Arts Program
2018 / Music

＃1 中川裕貴『ここでひくことについて』
3つの演目を通じ、「演奏行為」について
考察します。
日時：2月22日（金）16:30(C)	18:00(A)	19:30(B)

	 23日（土）15:00(B)	16:30(C)	18:00(A)

	 24日（日）13:00(C)	14:30(B)	16:00(A)

会場：	講堂、フリースペース、大広間
出演：	中川裕貴（チェロ）、菊池有里子（ピ

アノ）、横山祥子（ヴァイオリン） ほか
料金：【各演目（日時指定）】
	 一般前売1,500円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

【3演目通し（30枚限定、前売のみ、
予約時日時指定）】

	 一般3,500円／学生2,500円

＃2 増田真結×田中遊　新音頭『告白』
日時：	3月17日（日）開演16:00
会場：	講堂 
構成：	増田真結、田中遊 
作曲：	増田真結 
出演：	田中遊（声）、中村圭介（ピアノ）、

山田岳（ギター）

原作：	町田康『告白』
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）

第253回市民狂言会
茂山千之丞襲名、おめでとう！ 公演
日時：	3月1日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	盆山、船渡聟、右近左近、神鳴
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、

千五郎、宗彦、茂、逸平、童司改メ
千之丞

料金：	前売2,500円／当日3,000円

チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：490-452）
※団体券2,200円（20名以上）は京都

芸術センターにて取扱
主催：京都市

みみききプログラム

＃1 明倫レコード倶楽部
「喜怒哀楽のレコードの旅」
［其ノ68］楽の会
日時：	3月2日（土）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ（作家）

料金：	500円（1ドリンク付）

#2 素謡の会「うたいろあはせ」
第3回
日時：	3月28日（木）

	 受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

演目：	素謡『車僧』
	 地点 松元松代『常陸坊海尊』 ほか
出演：	浦田保親、大江信行、田茂井廣道、

深野貴彦
ゲスト：劇団「地点」
料金：	前売1,500円／当日1,800円

※みみききプログラム共通の半券割引が利
用できます

ロームシアター京都×京都芸術センター
U35創造支援プログラム
KIPPU採択企画

●安住の地
　『ポスト・トゥルースクレッシェンド・
　ポリコレパッショナートフィナーレ！』
日時：	1月17日（木）19:30
	 18日（金）、19日（土）14:30／19:30
	 20日（日）11:00／15:00
主催：	安住の地

●akakilike『はじめまして こんにちは、
　今私は誰ですか？』
日時：	2月15日（金）19:00

16日（土）13:00／17:00
主催：	akakilike
※チケット発売 12月22日（土）

会場：	ロームシアター京都 ノースホール（左京区）

料金：	前売3,000円／当日3,500円（各公演）

共催：	ロームシアター京都、京都芸術セ
ンター、京都市

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

主催：	京都文化力プロジェクト実行委員会
※活動に伴う報酬・交通費の支払いはありません。
※ボランティア保険に加入します。

アーティスト・イン・レジデンス
プログラム2019：エクスチェンジ／
ARTSPACE 参加アーティスト募集
2019年8月－10月にARTSPACE（シド
ニー、オーストラリア）でリサーチ、制作に
取り組むアーティストを募集します。オー
ストラリア・アーツ・カウンシルとの連携
プログラム。
支援内容：
・	制作費200,000円（内税）

・	生活支援費150,000円（内税）

・	往復航空券（関西国際空港または大阪国際
空港－シドニー間）

・	宿泊場所、スタジオの提供
・	コーディネーターのサポート
締切：	1月31日（木）

京都文化力プロジェクト2016－2020
「野外インスタレーション公募展」
サポートスタッフ募集
活動期間：2月1日（金）－3月30日（土）

作業内容：作品制作の補助、イベント時
の受付・案内等

参加条件：寒空の下で作業ができる、
健康な方。

活動場所：旧京都府立総合資料館 前庭
応募方法：氏名・電話番号を明記の上、

件名を「サポートスタッフ応募」とし
てpopup@kac.or.jpまで。

締切：	1月11日（金）

［アーティスト・トーク&サポートスタッフ
説明会］
日時：	1月17日（木）14:00－15:30
会場：	ミーティングルーム2
登壇：	ユージン・ソレール（建築家）
※無料・要事前申込

※詳細は要項及びウェブサイトをご覧ください
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演劇計画Ⅱ-戯曲創作- 「S/F —到来しない未来」
松元悠『カオラマ』展（2018/12/13－1/6） 『藝文京展EX ～つなぐ～』（1/12－2/11）

冬休み芸術体験教室作品展

神里雄大／岡崎藝術座『いいかげんな訪問者の報告（アサード・おにぎり付き）』

［KACセレクション］夕暮れ社 弱男ユニット 新作演劇本公演 『サンクコストは墓場に立つ』

［関連企画］ギャラリートーク①

武田力「日常との憑依－振る舞いに隠された
『わたしたち』－」 リサーチ報告

【対談】京都市美術館×ロームシアター京都
「京都の近代‐岡崎、文化発信！ アートと文化の未来を語る」

［明倫WS］したため「幽霊のスタディ」

［明倫WS］THE ROB CARLTON
「『ただの会話』をフレア（閃き）で面白くしてみましょう」

［明倫WS］サファリ・P「『悪童日記』稽古場見学」

［明倫WS］正直者の会
「声に出して読んでみる」
［明倫WS］遊劇体「レコード漫談
～LPレコードで聴く演劇～Part3」

［KACセレクション］常磐津節 第四回 伝承事業成果発表会

［明倫WS］Monochrome Circus
「グループ・インプロヴィゼーション」 ［明倫WS］BRDG「わたしのブンカ」

アーティスト・イン・レジデンス2018：エクスチェンジ
滞在制作報告会

京都文化力プロジェクト2016－2020
「野外インスタレーション公募展」アーティスト・トーク＆サポートスタッフ説明会

KAC Performing Arts Program 2018 /
Contemporary Dance

「ダンス＆プロセス」試演会 京都文化力プロジェクト2016-2020
Kyoto Urban Wind Installation 2019

［関連企画］ワークショップ
「ヨタとつくろうカラオケ背景映像！」

KAC Performing Arts Program 2018 / Contemporary Dance
シティⅠ・Ⅱ・Ⅲ
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ゲームリーダーからの指示は「大声で笑ってください」
「2回ジャンプしてください」「左を向いてください」。シ
ンプルでありながら選び抜かれたようなその3つの指
示に、私は強い抵抗を感じた。

手塚夏子／Floating Bottle『Dive into the point 点
にダイブする』を観劇。この作品は劇場で上演されなが
らも西洋近代化をテーマとした「実験」と称され、演者の
パフォーマンスを客席から鑑賞するような舞台作品とは
異なる形態をとる。演出としてクレジットされている手塚
夏子、ヴェヌーリ・ペレラも観客とともに実験に参加し、
ソ・ヨンランは映像で出演する。会場に入ると、椅子が円
形に並べられており、観客はそこに座って開演を待つ。
後方の壁際には楽器や様 な々衣装、本、飲み物などが、

「ご自由にどうぞ」の張り紙とともに設置されていた。
開演時間になると「だるまさんがころんだ」のゲーム

が始まる。鬼が「だるまさんがころんだ」と唱える間に前
進、振り返ると静止する、それが何度かくりかえされる
と、突然アナウンス音が鳴り、スクリーンに映像が映し
出される。
「鬼は『だるまさんがころんだ』の代わりに『1・2・3・

4・5』と唱えてください」。ゲームが進行するにつれて、
「赤・青・黄の3色チーム対抗戦とする」「優秀なチーム
にはトロフィーが授与される」「ゼッケンをつけて個人を
番号で管理する」など、次第に「だるまさんがころんだ」
のルールから逸脱して、「指示を出すもの」と「それに従
うもの」から成り立つ場が形成されていった（途中、「積極

人の鼓動と息吹をもって生まれたときから、音楽は
感覚と認識のインターフェースであった。楽器は人と
世界をつなぐ道具としてつくられ、奏でられてきた。イ
ンドネシア、オーストラリア、日本のアーティストとキュ
レーターらによるディスカッションとワークショップを介
して創られた楽器とパフォーマンスに、環境、人、技術
の関係性をめぐる演奏と聴取の方法、今もなお新しい
音楽のモードを聴くことができた。

竹製の魚、蛍光色の弦、マイクなどからなる《IKAN-
IKAN（魚たち）》（ミスバッフ・デーン・ビロク）は、竹と弦の摩れ
る音が拡張され、「重力」と呼ばれる力強い律動を発す
るサウンド・インスタレーションだ。缶と長い弦でできた

《Canned Society（缶の社会）》（ヴキール・スヤディー）を濡
れた軍手で擦ると、人 の々会話か何かを思わせるような
擦れた音が響く。コーディングやアスキーアートのような
ものを構成する無意味にみえる真性異言のテクストを
用いた、《Gobbledigook》（ナターシャ・トンテイ）では、発音
と身振りをとおして通訳者の解釈が露わになる。

インドネシアのアーティストらが、環境と生態、社会と
人、情報と技術の干渉、あるいは衝突を楽器によって表
したとすれば、オーストラリアのアーティスト、ケイトリン・
フランツマンは思考と会話を折衝する楽器を示したとい
えるだろうか。苔と水から生成された微かな電子音と人々

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2018
手塚夏子／Floating Bottle
Floating Bottle Project vol.2 

『Dive into the point 点にダイブする』
2018年10月26日（金）－ 28日（日）

ロームシアター京都 ノースホール（京都市左京区）「ザ・インストゥルメント・ビルダーズ・プロジェクト・
キョウト－循環するエコー」
2018年8月30日（木）－9月17日（月・祝）

京都芸術センター（京都市中京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　1 / 1 ▲ 1 / 31

「ご自由にどうぞ」
アーキペラゴの調律に
立ち会う
―楽器への生成変化と最前線の音楽

演劇

音楽

楠 海緒

F. アツミ

的にゲームに参加することに同意する」という改定も存在した）。
「鬼」は「ゲームリーダー」と呼ばれるようになり、メガ

ホンを使って唱えられる言葉は冒頭挙げた3つの指示
に変わった。残り40名ほどの参加者は、3名のサブリー
ダーによりリーダーの指示に従うことができるか監視さ
れる。うまく指示に従える優秀な参加者は前に出され、
従うことができない者は後ろに下げられていく。

私は妊娠しているため、自分の意思とは関係なく「2
回ジャンプ」することができなかった。その時私はこ
の場において弱者であることがまざまざと感じられた。

「左を向く」という負荷を体にかけることはできても、
「2回ジャンプ」することはできない。「大声で笑う」こと
は、初めは気恥ずかしさから、次第に「笑う」という感情
を伴う行動が、感情を伴わないまま無理やり起こされる
ことへの恐怖から、笑おうとする行為が私をどんどん
笑えなくさせていった。

その間ものの20分、劇場の中に仮想的な社会が生
まれた。リーダーの指示内容もその指示に従う行為も、
意味を生み出さないにも関わらず、なぜ多くの参加者
は積極的に指示に従ったのか。そこには「私は優秀な
人間である」という自尊心があったのかもしれない。サ
インした合意書も優勝チームに与えられるトロフィー
も、一歩この劇場（＝社会）を外に出ればなんの効力も
持たない。しかし、それでも多くの参加者はこの社会で
提示された強いルールに迎合してしまう。私は、指示に
従えない結果たどり着くことができた舞台後方「ご自由
にどうぞ」のスペースの暖かさに、ようやく素直に呼吸
できる気がした。

（10月28日１３:００の回を鑑賞）

の語りが記されたフォーチュン・ストーンからなる《Moss 
Magic（苔の魔法）》では、苔の生態と歴史、茶人、料理人、
造園家らの思考、そして観客の人生が偶発的に出遭うこ
とになる。観客は苔の電子音とアーティストの語りに耳を
傾けるなかで、苔になるという体験をしたことだろう。

日本のアーティストらにみられたのは、都市環境に
おける声や音の発生と合成、あるいは調整といったも
のかもしれない。《Telephone Call（電話）》（荒木優光）で
は、匿名的な他者の演奏、歌声、もの音が携帯電話の
向こうから届けられる。《a city / 001（ver Kyoto）》（塚原

悠也）では、京都の市街図に見立てたパチンコ台の釘
や弦にたくさんの小さな金属球が打ちつけられる。《明
倫調律室》（樅山智子）では、平安京を律していたとされ
る陰陽五行の宇宙観に基づいて、観客の声や音が重
なり合う。発音の基体となる身体の空間配置から生ま
れたのは、抽象化された語りともいえる豊かに透き徹っ
た音律であった。

アーティストらが集まったパフォーマンスでは、もの
音は騒然とアジア・オセアニアを統べる海洋のうねりの
ように大きなスケールをもって合奏されていた。ジャッ
ク・アタリがノイズ（雑音）と呼び、レーモンド・マリー・
シェーファーがサウンド・イヴェント（音事象）として語っ
た音の衝突と干渉。異種混合のコードをめぐる対話と
参加を介して創作された楽器は、音、人、世界を折衝
する道具となってアーキペラゴを調律する。感覚と認識
を束ねる身体は楽器へと生成変化し、音楽史の今を紡
ぐ最前線の音楽をたしかに奏でていた。

くすのき みお／俳優●誕生日に、猫の形をした指輪をもらいました。金色
でとっても可愛いです。

F. アツミ（Art-Phil）／編集・批評●見果てぬ夢に想いを馳せる日々、書くこ
との可能性について考えています。『失われたモノを求めて―不確か
さの時代と芸術』（池田剛介著／夕書房）は、ものとエコシステムの関係に眼
差しを注ぐアーティストの思考を辿る楽しみな一冊。www.art-phil.com

「写真はすべて死
メ メ ン ト

を連想させ
.

る
モ リ

ものである」、という
テーゼは、確かに真実を含むように感じられる。それな
らば、写真が連想させる「死」とはどのようなものか。先
日Gallery PARCで開催された、写真家・麥生田兵吾に
よる個展はまさに、彼の卓越した写真と三つのフロアを

的・文化的な表象、あるいは「動」に対する「静」へと、そ
の意味が徐々にずらされていくようだ。

最後のフロアに足を踏み入れると、一転して暗室と
なっている。洞窟の奥を照らした写真が入り口に掲げら
れている。光源は撮影するカメラの後ろにあるらしく、
カメラと三脚の影が洞窟の壁に映り込んでいるものの、
あるべき撮影者の影はどこにも見当たらない。壁には、
壊れた画像データを出力した真っ黒の写真が、仄かな
光で浮かび上がる。

部屋の中央には大型のカメラがある。その内部には
光源が仕込まれ、プロジェクターのようにして、亡くなる
一年前に撮影されたというある少女の像を投影してい
る。置かれた一脚の安楽椅子に導かれるように腰掛け
ると、正面の鏡に自身の姿がぼんやりと浮かび上がる
ようになっている。その像は椅子の揺れに合わせ、やが
てゆっくりと静止する。

この特異な展示空間で、おのずと自分の死を想像す
る。私の死は、他者の目を通じた私の不在によって、辛
うじて想像できる。写真の表出する「死」がどこか虚構的
に感じられるのは、それが常に、対比や象徴という間接

的な手法によって表されるから、というだけでなく、私
自身が死を本当には知ることができないからでもある。

写真による「死」の検分と解体から、自分の死の想像
へ。麥生田の展示は、死の連想から「見る」主体へと（言

うなれば「生」へと）写真を取り戻すものにも思われた。

使った周到な展示構成によって、それを徹底的に問い
直す試みのように思われた。

最初のフロアでは、ぐるりと横一列に貼られた写真に
囲まれる。被写体は全て子供。公園の遊具に佇む泣き
腫らした表情の幼女、集団で川遊びに興じる男児、は
にかむような女子高生らの無防備な姿が映る。若さと青
春の賛美に思われるこの空間には、足元にそっとスマー
トフォンが置かれている。小さな画面に映し出されるの
は、猫やネズミ、昆虫などの死骸。よく見ればそれらは
動画であり、亡骸はさらに小さな虫たちに捕食されてい
るところだ。

階段を上がり第二のフロアへ。大量の蛆虫にびっしり
と覆われた、死んだ仔鹿の写真が大きく目に飛び込ん
でくる。横には廃炉になった火葬炉の写真があり、その
開かれた炉の扉の奥は暗い空洞となっている。写真と
対峙するように設置されたモニターには、鬱蒼と繁る森
の中を、大量の雪虫が飛び回る映像が映し出され、数
十秒ごとに停止と再生を繰り返している。

はじめに若い生命との対比として現れたかと思われ
た「死」は、生と渾然一体となったものへ、さらには社会

麥生田兵吾
『Artifi cial S5 心臓よりゆく矢は月のほうへ』
Gallery PARC（京都市中京区）

2018年9月7日（金）‒23日（日）

死へ向かう視線

美術

武本彩子 たけもと あやこ／キュレーター●2016年まで、京都芸術センターアート
コーディネーターとして本誌の編集に携わっていました。執筆する側にな
ると新たな発見があります。

図書室休室日：1月31日（木）

臨時・年末年始休館
期間：12月26日（水）－
　　　2019年1月4日（金）

撮影：松見拓也

Photo by Yuki Moriya. Courtesy of Kyoto Experiment.

Photo：Mugyuda Hyogo　画像提供：Gallery PARC
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神里雄大の新作は、過去の南米でのリサーチを振り返り、自
らが出演するレクチャーパフォーマンスです。公演では、南米
風焼肉「アサード」をじっくりと焼きながら、南米の地で出会っ
た日系移民たちの足取りをたどります。12月末からの稽古開
始を前に、制作に向けた意気込みを尋ねました。

—今年はすでに沖縄や東京でレクチャーパフォー
マンスをされていますが、どのような経緯で始めた
のでしょうか。

もともと別の取材で、南米に住む日本人移民の
子孫を訪ねるというのをやっていたのですが、ボリ
ビアの「オキナワ移住地」に行ったとき、そこの若
者のひとりから、「ずっと沖縄に憧れていたが、い
ざ沖縄に行ったら自分たちの存在が知られていな
くて寂しかった」という話を聞いたことが大きなきっ
かけでした。ぼくも約100年前に沖縄からペルーに
渡った移民の子孫にあたりますが、彼の気持ちが
わかるような気がしました。というのも、沖縄に限ら
ずぼくたちが住む日本には、100年以上前から世界
各国に移民を送り出してきた歴史があります。でも、
日本（の社会）で生活していると、「移民」という言葉
は外からやってくる外国人のことを意味していて、

「共同プログラム」について

古典芸能、民俗芸能、それに関わる道具の制作
といった各分野の活性化のためのプランを全国か
ら公募しました。今年度、採択した以下の3件のプラ
ンがTAROとの共同事業として動き出しています。

一つ目の「上鳥羽の芸能六斎の復活を目指し
て─祇園囃子の創作」は、上鳥羽の六斎念仏
に新演目「祇園囃子」を復活させようとする取り組
みです。上鳥羽では、2011年以降、演じ手に小
中学生を加えたり、外部から指導者を招くなどし
て、六斎念仏の改新に精力的に取り組んできまし
た。伝統的な「念仏六斎」を今に伝える伝承団体と

2019年 新春

彼らとどう関わっていくかというところにしか話題
がないように感じられてしまう。日本人／移民、日
本文化／他の文化、みたいな分け方でしかそれを
捉えられていないようです。自分たちのような日本
人の中から外国に向かった、移民たちがいたという
ことを単純に知らない、もしくはほとんど忘れてし
まったように思います。

—確かに、国内にいると、海外に住む日本からの
移民と直接関わったり、知る人から見聞きする機会
は多くないかもしれませんね。

けれど、世界には、日本文化や日本語を継承しよ
うとする人たち、日本語も日本文化も忘れてしまっ
た日本人の末裔など、さまざまなかたちで日本人と
関連する人たちが住んでいて、それぞれ違った日
本観みたいなのを持っている。ぼくは彼らと会って
話を聞くことで、そういう、日本的なものが、実は
そこまで確固たるものではないのでは？ と考えまし
た。言い方を変えれば、国とか文化とかって、もっ
と自由に国境を横断できるもの、という捉え方をし
てもいいのではないかと。

—最後に、公演に向けて意気込みをお願いします。

この企画は、日本から外に飛び出して行った「移民
者たち」の足取りやその後を見つめることで、日本と
いうものを捉え直すという企画です。京都では、アル
ゼンチン風に牛肉を焼き、そこに住む日本人移民た
ちがそうするように、おにぎりも合わせる予定です。
そうやって、味も匂いも総動員して、かの地に住む人
たちへの想像力を刺激しつつ、ぼくたちが住む社会
のことを振り返る機会にしたいと思っています。

して知られていますが、よりエンターテイメント性
の高い「芸能六斎」を復活させるべく、これまでに
もいくつかの演目を再生させてきました。今回は、
大正期以来中断していた「祇園囃子」の創作を通
じて、民俗芸能継承に新たな潮流を発信すること
を目指します。現在、子どもたちが「祇園囃子」の
稽古に打ち込んでいます。

二つ目は「柳川三味線のための胴皮新素材開
発」です。柳川三味線は、胴皮が数ある三味線の
なかでもとりわけ薄いことが特徴的です。近年、
伝統的に用いられてきた猫皮の生産の減少によ
り、安定した供給が難しくなってきているため、和
紙を用いた代替品を開発するのがこのプロジェク
トです。和紙は製法によってはかなりの強度が得
られるばかりか、スピーカーの音響板にも用いら
れるなど音響効果にも定評があります。現在、岐
阜の研究所の協力のもと、三味線の胴皮に相応
しい和紙の製作に取り組んでいます。

三つ目の「ゴッタンの製造技法および基礎資料
のアーカイブと交流ネットワークの創出」は、京都
外から採用したプランです。「ゴッタン」とは、別名
で箱三味線や板三味線とも呼ばれているように胴

の部分が木製の箱状のもので、練習用・初心者用
の三味線として全国でも広く用いられています。し
かし、南九州では荒武タミさんという伝説的な奏
者が知られているように、独自のゴッタン文化が
育まれてきました。そのゴッタンも今では製作でき
る職人が減少してきています。本プロジェクトで
は、製作技術の記録、歴史的背景の調査、ネット
ワークの構築など、基礎調査を行います。

これら三つの取り組みは、年度末に成果の中
間報告会を行う予定です。

総合イベント
「変わりゆく伝統芸能」について

「変わりゆく伝統芸能」をテーマとしたシンポジ
ウムと公演の２部構成のプログラムを、2019年2
月3日（日）に開催します。鹿踊、讃岐獅子舞、備
中神楽、京都・祇園祭から特色のある活動をして
いる団体をお招きして、第一部では現状報告と
ディスカッション、第二部ではそれぞれの実演を
省略・再構成した形で披露します。伝統芸能を生
きた形で現代に引き継ぐことはどのようにして可
能なのか、討論と実際の演技を観賞しながら考え
る機会とします。

TAROでは、古典芸能や民俗芸能、それらに不可
欠な道具及び材料、その製作に関わる伝統工芸技
術などを総称して、伝統芸能文化と呼んでいます。
伝統芸能文化の活性化のためのTAROの取り組み
は、2011年の京都市の策定に端を発する「伝統芸
能文化センター」の設立を目指して行っています。

Co-program カテゴリーA（共同制作）採択企画

神里雄大／岡崎藝術座
『いいかげんな訪問者の報告（アサード・おにぎり付き）』

TO P I C  02

神里雄大／岡崎藝術座 『いいかげんな
訪問者の報告（アサード・おにぎり付き）』
Co-program カテゴリーA（共同制作）採択企画。
日時： 1月16日（水）－18日（金）19:00
 19日（土）、20日（日）18:00
会場： フリースペース　出演：神里雄大
料金： 一般3,500円、高校生以下1,000円（前売・当日共）

主催： 岡崎藝術座、京都芸術センター
※イベント情報（P2）もご覧ください

現地に赴いた本人から報告を聞く、最もシンプルな情報伝達を、五感
への刺激付きで。 

堀越芽生子（アートコーディネーター）

Profile

神里雄大（かみさと ゆうだい）
作家、舞台演出家。岡崎藝術座主宰。２０06年『しっぽをつかまれた欲
望』で利賀演出家コンクール最優秀演出家賞、2018年『バルパライソ
の長い坂をくだる話』で第62回岸田國士戯曲賞を受賞。興味の赴くま
まに現地に出かけ、そこで見聞きしたことを外部者の視点でリポート
する、という方法で、わかりあえない他者との共時性をテーマとした
作品を発表している。2016年、文化庁新進芸術家海外研修制度でア
ルゼンチン・ブエノスアイレスに１年間滞在。2011年度～2016年度公
益財団法人セゾン文化財団ジュニア・フェロー。

TARO便り

伝統芸能文化創生プロジェクト
シンポジウム＆公演「変わりゆく伝統芸能」
日時： 2月3日（日）14:00－17:00（開場13:30）

 第一部 シンポジウム14:00－15:30　
 第二部 公演15:45－17:00 
会場： 講堂
出演： 小岩秀太郎（東京鹿踊代表）、清水賢二郎（岡山

県神社庁所属神楽師、備中神楽北山社、芳友会所
属）、十川みつる（讃岐獅子舞保存会会長）、原田
一樹（京都・祇園祭 綾傘鉾囃子方）ほか

第一部 ファシリーテーター：俵木悟（成城大学教授）

第二部 司会：小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：無料
定員：120名（要事前申込）
※イベント情報（P2）もご覧ください

今年度の伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス（TARO）が力を入れている2つの取り組み、

「伝統芸能文化復元・活性化共同プログラム」（以下「共同プログラム」）と、

シンポジウムと公演からなる総合イベント「変わりゆく伝統芸能」についてお知らせします。

ボリビア、オキナワ第一移住地にある、日ボ（日本ーボリビア）学校

ブラジル、サントスにある「日本移民ブラジル上陸記念碑」

インドネシアで行われた
「Jejak tabi Exchange 2018 at Yogyakarta」でのトークより

綾傘鉾

讃岐獅子舞

東京鹿踊

備中神楽
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

チケット窓口　　　 　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月26日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

京都芸術センター叢書 二
「伝統芸能ことはじめ」

定価 3,456円小林昌廣 著 （税込）


